
な
問
題
で
あ
る
。
12
月
２
日
に
政
府
に

要
望
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
の

結
果
は
。
ま
た
今
年
の
米
価
暴
落
に
つ

い
て
要
望
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
の

内
容
は
。

【
答
弁
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
農
業
を
中
心
に
観
光
振
興
な

ど
を
は
か
っ
て
い
る
飯
山
市
に
と
っ
て
致

命
的
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
米
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
過
剰
米

等
の
調
整
で
、
米
価
の
安
定
を
は
か
る

と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
米
価
に
つ
い
て
厳

し
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
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【
質
問
】
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
人
形
館
に
あ
わ
せ
飯
山
城
跡
の
整
備
が

必
要
。
整
備
計
画
の
内
容
は
。
小
中
学
生

及
び
市
民
の
無
料
入
館
の
考
え
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
通
年
無
料
入
館
は
考
え
て
い
な

い
が
、
来
春
３
月
以
降
市
民
対
象
無
料
開

放
日
を
設
け
る
予
定
。
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。
飯
山
城
跡
は
市
民

か
ら
も
来
訪
者
か
ら
も
要
望
が
多
く
史
跡

と
し
て
の
保
存
復
元
両
面
で
検
討
す
る
。

【
質
問
】
人
口
増
対
策
で
ア
パ
ー
ト
等
が

建
設
さ
れ
た
道
路
の
舗
装
は
。

【
答
弁
】
道
路
事
業
は
ど
の
区
間
も
要

望
が
多
い
。
関
係
区
と
同
意
を
得
る
等

区
長
と
調
整
し
て
実
施
し
て
い
く
。

【
質
問
】
中
央
橋
架
け
替
え
で
四
〇
三

号
線
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
弁
】
国
道
四
〇
三
号
線
は
木
島
平

村
、
山
ノ
内
町
、
野
沢
温
泉
線
を
結
ぶ

重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
橋
梁
区
間

を
含
め
木
島
平
地
籍
ま
で
都
市
計
画
道

路
と
し
て
決
定
し
整
備
す
る
よ
う
県
に

働
き
か
け
る
。
街
路
灯
に
つ
い
て
は
補

正
で
対
応
す
る
。

【
質
問
】
中
学
生
の
通
学
に
冬
期
間
だ

け
で
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
で
き
な
い

か
。
公
共
交
通
で
の
補
助
等
の
考
え
は
。

  

回
遊
性
の
あ
る
観
光
と

　
　
　
安
全
安
心
の
地
域

◇
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

【
質
問
】
12
月
定
例
会
に
お
い
て
平
成

23
年
度
予
算
編
方
針
と
３
ヶ
年
実
施
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
１
点
目
と
し
て
主

な
財
政
指
標
は
す
べ
て
改
善
さ
れ
て
お

り
財
政
の
健
全
化
が
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
。
２
点
目
と
し
て
23
年
度
は
足
立

市
政
の
最
初
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
。
３
点
目
と
し
て
総
枠

配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
大
事
な
点
と
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
財
政
規
律
を
保
つ
こ
と
。
長
期
の

財
政
を
考
え
る
中
で
将
来
的
な
財
政
運

営
が
で
き
る
事
業
執
行
を
し
て
い
く
こ

と
を
基
盤
に
、
実
際
に
使
え
る
範
囲
内

の
財
政
に
つ
い
て
３
ヶ
年
の
実
施
計
画
に

し
て
い
る
。
23
年
度
は
最
初
の
事
業
年

度
と
な
る
。
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
一
番
の
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

◇
農
政
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ

に
日
本
が
参
加
す
れ
ば
、
農
業
・
食
料

分
野
だ
け
な
く
、
環
境
や
雇
用
を
守
る

ル
ー
ル
さ
え
脅
か
す
も
の
で
全
国
民
的

　
平
成
23
年
度

　
　
予
算
編
成
に
む
け
て

【
答
弁
】
新
中
学
校
開
校
に
あ
わ
せ
通
学

部
会
で
十
分
話
し
理
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
今
は
変
更
の
考
え
は
な
い
。
補
助
も
難

し
い
が
、
今
後
は
学
校
ご
と
対
応
し
た
い
。

【
質
問
】
桑
名
川
及
び
下
境
堤
防
の
現

状
と
工
事
予
定
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
桑
名
川
出
川
門
は
25
年
、
上
流

は
26
年
、下
境
は
29
年
完
成
予
定
で
あ
る
。

【
質
問
】
戸
狩
狭
窄
部
の
掘
削
予
定
は
。

【
答
弁
】
千
曲
川
は
飯
山
市
の
重
要
課

題
。
今
回
は
運
上
川
か
ら
の
岩
石
除
去

と
岩
盤
の
調
査
を
す
る
。
河
川
工
事
は

上
下
流
合
わ
せ
実
施
す
る
よ
う
進
言
し

て
い
く
。
知
事
も
承
知
し
て
い
る
。

12
月
定
例
会
概
要

　

平
成
22
年
12
月
定
例
会
は
12
月
12
日

か
ら
28
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
11
月
に
執
行
さ
れ
た

市
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て
の
議
会
で

あ
り
、
12
日
に
は
正
副
議
長
選
挙
を
は

じ
め
と
し
た
議
会
構
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
総
額
２
億
７
１
９
２
万

円
の
増
額
）、
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
１
億
５
８
６
４
万
円
の

増
額
）
の
各
予
算
案
11
件
、
専
決
処
分

事
項
の
事
件
案
３
件
、
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
及
び
監
査
委
員
の
選
任
に
同

意
す
る
人
事
案
な
ど
の
計
16
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
か
ら
22
日
の
一
般
質
問
に
は
14

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
24
日
に
は
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
６
件
に
つ
い
て
は
、５
件
を
採
択
し
、

１
件
を
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。
議
員

提
案
の
意
見
書
４
件
に
つ
い
て
は
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

12
月
24
日
に
は
各
委
員
会
に
お

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
関

係
部
分
２
件
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
１
件
、
事
件
案
３
件
の
合
計
６
議
案

で
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
全
議
案
す
べ
て
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
又
は
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
16
号
「
郵
政
改
革
に
関
す
る
陳

情
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

福
祉
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
関

係
部
分
２
件
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
３
件
の
合
計
５
議
案
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、
全
議
案
す
べ
て
全

員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
12
号
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
看
護
条
約
・

夜
業
条
約
に
基
づ
き
、
医
療
・
介
護
労

働
者
の
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
を
求
め

る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で

趣
旨
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

12
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け

て
は
、
12
名
の
議
員
か
ら
市

政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
一
般
質
問
の
内
容
に

　
　
つ
い
て
は
要
約
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
関

係
部
分
２
件
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
５
件
の
合
計
７
議
案
で
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
全
議
案
す
べ
て
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
、
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
小
規
模
市
道
整

備
事
業
、
協
働
の
み
ち
づ
く
り
事
業
な

ど
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
来
年

度
実
施
事
業
の
前
倒
し
と
言
う
こ
と
で

補
正
予
算
計
上
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
降
雪
期
に
入
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
実

施
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
も
非
常
に
要
望

が
多
い
こ
と
か
ら
、
真
の
経
済
対
策
と

な
る
よ
う
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
充

分
な
予
算
を
確
保
さ
れ
た
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。

　

陳
情
第
13
号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
」、
陳
情
第
14

号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る

陳
情
書
」、
陳
情
第
15
号
「
米
の
需
給
・

価
格
安
定
と
万
全
な
所
得
補
償
の
実
現

に
関
す
る
陳
情
書
」
及
び
陳
情
第
17
号

「
平
成
23
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要

求
内
容
に
関
す
る
陳
情
書
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
員
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

小林喜美治議員

西條豊致議員湯滝橋付近の掘削予定個所航空写真

農村の原風景を守ろう！


